
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

久保田由夫フォト通信 

左上から、初詣（生島足島神社）、予算要望書の提出（今年は重点５１項目）、鹿教湯温泉入口（丸子側）でイルミネーションを作成して
くれている長野大学生のみなさん、上田駅前での街頭宣伝（この日は、藤野保史衆議院も参加）、藤原田公民館でそば会（事前に塩川活性
化組合と陣場台地研究委員会の合同会議を開催）、上田市成人式（新成人による実行委員長挨拶）、メルシャン㈱による地権者説明会（ワ
イナリー建設にむけて前進しています）、城下地区後援会のつどい（小池晃さんに聞いてみようなどの DVD も上映されました） 

こ
の
間
の
主
な
活
動 

※
こ
れ
ま
で
と
内
容
を
変
更
し
ま
し
た
） 

（
平
成
29
年
12
月
） 

２ 

バ
ッ
タ
の
家
（
学
童
保
育
）
、
町
組
自
治
会

役
員
忘
年
会 

３ 

立
川
談
慶
講
演
（
二
人
立
ち
） 

４
～
６
市
議
会
一
般
質
問 

８ 

総
務
文
教
委
員
会
、
加
盟
団
体
忘
年
会 

９ 

生
活
と
健
康
を
守
る
会
監
査 

１
０
上
田
・
東
御
生
活
と
健
康
を
守
る
会
総
会 

１
２
本
原
小
学
校
竣
工
式
、
党
市
議
団
会
議 

１
４
メ
ル
シ
ャ
ン
㈱
地
権
者
説
明
会
、
丸
子
早
起

野
球
監
査 

１
５
加
盟
団
体
研
修
会 

１
６
藤
原
田
そ
ば
会
（
合
同
会
議
）
、
メ
ル
シ
ャ

ン
㈱
に
よ
る
地
権
者
説
明
会
（
２
箇
所
）
、

小
路
下
組
監
査 

１
７
城
下
地
区
後
援
会
つ
ど
い 

１
８
市
議
会

1
2

月
定
例
会
閉
会
日
、
党
市
議
団

が
市
長
に
予
算
要
望
書
を
提
出
、
議
会
報
告

会
反
省
慰
労
会 

２
０
丸
子
早
起
野
球
年
末
総
会 

２
１
現
地
立
ち
合
い
、
丸
子
温
泉
開
発
㈱
定
期
取

締
役
会
お
よ
び
忘
年
会 

２
５
故
・
羽
田
孜
氏
市
公
葬
、
丸
子
中
央
病
院
内

託
児
所
竣
工
式 

２
６
丸
子
・
武
石
市
議
会
議
員
行
政
懇
談
会
お
よ

び
忘
年
会 

２
７
依
田
窪
南
部
中
学
校
臨
時
議
会
、
氷
灯
ろ
う

夢
祈
願
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー 

２
８
明
る
い
選
挙
推
進
大
会 

２
９
上
田
市
消
防
団
丸
子
第
５
分
団
忘
年
会 

３
０
公
民
館
お
よ
び
金
刀
比
羅
神
社
の
正
月
飾

り 

３
１
二
年
参
り
に
長
瀬
地
蔵
尊
お
よ
び
長
津
瀬

神
社 

（
平
成
３０
年
１
月
） 

１ 

小
路
下
自
治
会
新
年
総
会
・
上
田
駅
前
正
月

宣
伝 

７ 

上
田
市
成
人
式
（
丸
子
会
場
） 

８
鹿
教
湯
隣
組
新
年
会 

９ 

長
瀬
地
区
会
議
１０
回
理
事
会
・
第
３
回
全
体

協
議
会
・
第
３
回
住
民
懇
談
会 

１
１
上
田
市
議
会
臨
時
議
会 

１
２
上
田
市
平
和
祈
念
事
業 

１
３
町
組
自
治
会
新
年
総
会 

１
５
モ
ー
ニ
ン
グ
ス
ピ
ー
チ
、
上
田
市
教
育
委
員

会
へ
学
校
給
食
に
関
す
る
要
望
書
提
出 

１
６
上
田
市
商
工
会
主
催
「
新
春
経
済
講
演
会
お

よ
び
賀
詞
交
歓
会
」 

１
７
加
盟
団
体
研
修
会
お
よ
び
新
年
会
、
上
田
西

高
校
サ
ッ
カ
ー
部
表
彰
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＜H２８年９月議会＞  

 

 

質問 理念については、「地域経営会議」の言葉は、わかりづ

らい。 

片岡市民参加協働部長 具体的な名称は地域において決定し

てもらっております。 

質問 現在、市から 240 の自治会への委託金等の総額はどう

か。新しい住民自治組織と現在の自治会への委託金等はどうな

るなるのか。 

片岡市民参加協働部長 

平成 28年度予算総額は、１億 6,900万円余です。このほか共

同集会施設改修補助金など自治会から申請による補助金等は、

平成 28年度予算では１億 4,300万円余です。一方で、現在、交

付金の制度設計を進める中で、既存補助金等の取り扱いも含め、

どのような交付金制度が地域にとって使いやすく、有効活用で

きるのか。また、自治会の負担軽減になるかなど、庁内でさま

ざまな角度から協議、検討をしている段階です。交付金は、平

成 29年度予算に向け、引き続き制度設計に取り組んでいきます。 

※この後、市内の各所で「まちづくり会議」など地域で名称を

決めて、発足しました。また、新しい自治組織への交付金が予

算化されています。 

＜H２８年１２議会＞ 

  

 

質問 共産党市議団が政務活動費を活用して行った行政視察

で、山梨県庁を訪れた。山梨県は、昨年 11 月、太陽光発電施

設の適正導入ガイドラインを策定したが、上田市としてどのよ

うに捉えているか。 

峰村都市建設部長 山梨県として太陽光発電施設の適正な導

入のあり方を県民や事業者等の示したことに大きな意義があ

る。また、山梨県が全市町村を１つにまとめて策定したことで、

県と市町村が連携し、県内全域で統一した考え方で事業者を指

導することができ、適正な導入を促していることです。 

質問 10月の懇談では、太陽光発電施設に関する市独自のガイ

ドラインの策定を目指しているが、内容はどうか。 

峰村都市建設部長 第一に、上田市として、太陽光発電設備の

立地についての考え方を表明することが最も重要です。ガイド

ラインは、防災、景観、環境等の観点から、立地を避けるべき

エリア及び課題がある慎重な検討を要するエリア等を具体的

に示し、事業者が事業用地の選定の際に、その計画地が適地で

あるか否かを計画段階で判断することができるものとしたい。 

※上田市は、平成 29年 4 月より、「太陽光発電設備の適正導入

ガイドライン」施行しました。 

 

２６年６月議会（改選後）から直近の議会質問を掲載（８回） シリーズ・一般質問⑥ 

地域内分権の推進について 太陽光発電に関するガイドラインを上田市にも 


